
別紙１ 
 

「九州情報通信連携推進協議会」の概要 
 
１ 設立目的 

産学官の連携により、九州地域において情報化を推進し、誰もが安全・安心で

快適な生活を送れるユビキタスネットワーク社会の早期実現を図ることを目的

とする。  
 
２ 構成員（予定） 
   別紙２のとおり 
 
３ 役員（予定） 

会 長 尾家 祐二（国立大学法人九州工業大学 副情報工学部長） 
   副会長 武井 俊幸（九州総合通信局 局長） 
    〃  稲田 修一（独立行政法人情報通信研究機構 理事） 
    〃  川島 宏一（佐賀県 最高情報統括監） 

〃  山崎 正幸（社団法人九州経済連合会 情報通信委員会企画部会長） 
        （九州電力株式会社 情報通信本部電子通信部長） 

    〃  沖田 稔 （財団法人九州ヒューマンメディア創造センター 専務理事） 
 
４ 活動内容 

平成１９年度事業として以下のような活動を実施する予定。 
（１）連携支援事業 

① 九州広域接続実験プロジェクト（小学校の遠隔交流等）の支援 
ＪＧＮⅡと地域公共ネットワークを接続し、遠隔地の小学校間でリアル

タイムの映像を活用した交流授業を展開 
※実施主体：次世代ネットワーク九州地区推進協議会 

② ＩＣＴウィンタースクールの支援 
高校生や工業高等専門学校生を対象とした遠隔講義。九州工業大学ほか

３校程度で実施。各大学が講義を担当し、それを遠隔中継。 
     ※実施主体：九州工業大学、(財)九州ヒューマンメディア創造センター 
（２）イベント・会議 

① 設立記念シンポジウムの開催 
② 別府湾会議の遠隔中継の支援 

※実施主体：ハイパーネットワーク社会研究所 
   ③ ＩＣＴワークセッションの支援 

デジタルデバイドの解消やＩＣＴ人材育成など、地域が抱える課題に関

するワークセッションを実施。佐賀県や大分県、宮崎県などで順次実施 
     ※実施主体：各地の地域連携推進団体 

 
２
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九州情報通信連携推進協議会 

 構成員（予定） 

 

○ 産   

社団法人九州経済連合会、九州電力株式会社、西日本電信電話株式会社

福岡支店、株式会社ＫＤＤＩネットワーク＆ソリューションズ、ソフト

バンクテレコム株式会社、株式会社ネットワーク応用技術研究所、株式

会社海の中道海洋生態科学館、アボック株式会社 

 

○ 学   

九州大学、九州工業大学、佐賀大学、長崎大学、大分大学、熊本大学、

宮崎大学、宮崎公立大学、鹿児島大学 

 

○ 官 

総務省九州総合通信局、独立行政法人情報通信研究機構、福岡県、佐賀

県、長崎県、大分県、熊本県、宮崎県、鹿児島県、北九州市、福岡市 

 

○ 地域連携推進団体 

財団法人九州ヒューマンメディア創造センター、九州インターネットプロジ

ェクト、次世代高度ネットワーク九州地区推進協議会、特定非営利活動

法人ＮｅｔＣｏｍさが、社団法人九州テレコム振興センター、特定非営

利活動法人熊本県次世代情報通信推進機構、財団法人ハイパーネットワ

ーク社会研究所、宮崎地域インターネット協議会 
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経緯

実証実験 人材育成デバイド解消 啓発活動

！！
◆九州広域接続実験調査検討委員会の広域連携体制を継承し恒常化
◆地域情報化推進団体と連携し、九州全域に対して様々な地域情報化活動を展開

◆九州広域接続実験調査検討委員会の広域連携体制を継承し恒常化
◆地域情報化推進団体と連携し、九州全域に対して様々な地域情報化活動を展開

地域情報化推進団体
（総通局，ＮＩＣＴ，自治体，九経連，企業，大学，地域ICT団体）

地域情報化推進団体
（総通局，ＮＩＣＴ，自治体，九経連，企業，大学，地域ICT団体）

九州広域接続実験
調査検討委員会

九州広域接続実験
調査検討委員会

実証実験
（教育、防災、地域メディア）

メンバーを移行メンバーを移行

次世代高度ネットワーク九州地区推進協議会次世代高度ネットワーク九州地区推進協議会

JGN2利用促進

連
携

連
携

連
携
・
支
援

連
携
・
支
援
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ミッション

Alliance

Action

産業界 大 学

官公庁

各県ＩＣＴ
推進組織

地方自治体
Mission #1

研究開発力向上

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞ解消

ICT人材育成

ICT産業活性化 リテラシー向上

！！
組織・地域の垣根を超えた広域的な連携体制の構築
広域接続実験で形成されたコミュニティーを恒常的なものへ

組織・地域の垣根を超えた広域的な連携体制の構築
広域接続実験で形成されたコミュニティーを恒常的なものへ

！！ 九州全域に対し効率的で同時並行的な地域情報化活動を推進九州全域に対し効率的で同時並行的な地域情報化活動を推進

九州の一体感を形成
情報流通を促進

広域、かつ、効率的に活動

Mission #2

（別紙４）
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実施校 学年 実施年月日 内容

金川中学校
（福岡県）
村所小学校
（宮崎県）

２年生

５、６年生

平成18年12月8日 ・両校生徒による学校紹介
・金川校区に伝わる郷土芸能「吉田流本口説き太鼓」の実演を、

金川中学校生徒自らが披露
・その後、金川中学校で取り組んでいる「金川校区観光化プロ

ジェクト」の紹介を、生徒数名で分担して発表
・金川中学校からのプレゼンテーション終了後、両校生徒間で

質疑応答
金川中学校
（福岡県）
日出小学校
（大分県）

２年生

５年生

平成18年12月13日

菊陽中部小学校
（熊本県）
日出小学校
（大分県）

３年生

３年生

平成18年12月20日 ・両校生徒による学校、地域の史跡・風習等の紹介
・各々の学校紹介後、それに関連するクイズを出題し、相手校

が回答
・その他質問事項を各校生徒が自由に発言
・最後に授業全体の感想を両校生徒が発表

平成19年3月8日

菊陽中部小学校
（熊本県）
村所小学校
（宮崎県）

３年生

３年生

平成19年3月13日

（別紙５）平成18年度遠隔交流授業の実施状況
ＪＧＮⅡをブリッジとして地域公共ネットワークを相互接続した上で展開できるアプリケーション

 
の検証の一環として遠隔交流授業を実施

６



参考 

 

「九州情報通信連携推進協議会」 

設立総会・設立記念シンポジウム 

 

 
１ 日 時  平成１９年１０月４日（木）１４：００～１７：１５ 

 

２ 場 所  アジア太平洋インポートマート（ＡＩＭ）８階 ＫＴＩ小ホール 

 

３ 次 第  

 

 【設立総会】[１４：００～１４：３５] 

 （１）発起人代表挨拶 

 （２）来賓挨拶 

 （３）参加団体紹介 

 （４）議 事 

   ・規約 

   ・役員選出 

   ・平成１９年度事業計画 

 

 【設立記念シンポジウム】[１４：４５～１７：１５] 

 （１）基調講演（１４：４５～１５：２５） 

     稲田 修一 情報通信研究機構 理事                

      ＩＣＴ技術の動向と産学官連携の強化に向けた取り組み（予定） 

 （２）基調報告（１５：２５～１５：４０） 

     西村 龍一郎 ＮｅｔＣｏｍさが 事務局長  

      「２００７・青春佐賀総体」競技広域中継実験の実施について 

 （３）パネルディスカッション（１５：５０～１６：５０） 

     ～地域情報化の取り組みと産学官連携～ 

      【コーディネーター】 

        尾家 祐二（九州工業大学 副情報工学部長） 

      【パネラー】 

 川島 宏一（佐賀県 最高情報統括監） 

山崎 正幸（九州経済連合会 情報通信委員会企画部会長） 

 升屋 正人（鹿児島大学 学術情報基盤センター長 教授） 

 青木 栄二（ハイパーネットワーク社会研究所 事務局長） 

 井上 英幸（宮崎地域インターネット協議会 事務局長） 

～フリーディスカッション（１６：５０～１７：１５） 

       九州情報通信連携推進協議会に期待すること 

 

（４）閉会挨拶 

 

 

 

 

 

７ 




